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東北タイ農村住民の飲料水中に常在する細菌に関する調査

Investigation of Bacteria in Drinking Water 

in a Rural Village in North East Thailand 

日付税T士協匂 )ji!}iム11~；~；ι 〉
君主 ！｜｜ 裕・糸川嘉則

Yutaka Midorikawa and Yoshinori ltokawa 

Dc{101/111e11/ of 1rrgie11e, Facully of Mrdici11e, !(yolo U11iversily, Kyoto 

We have investigated whether or not drinking water plays n major role in the cause or infectious 

diseases. especially gastrointeslin日linfectious dise;ises, in North Easl Tlwiland. 

’rhis investigation was conducted twice, each lime for three months period, that is from September 

1983 through December 1983 and from Nov喧mber1981 through Janu;iry 1985. 

Since it was not easy to obtain suitable diagonostic facilities including diagnostic instruments and 

rec1gents at the Thai village, we used modified simple methods as described below, in order to identify 

b;icteria in the wc1ter under (ielcl conditions. 

1 Using test paper for identifying contamination with coliform. 

2. Using polyethrlene bag with powder円Imedia for enrichment. 

3. Using c1gar which does not need sterilization. 

4 Using kits for identifying. 

5. lncub;iting bact引 iain room temperature (without incubater). 

/¥I most日IIof ti悶 drinkingW日terin the village house was contaminated with coliform. 

l1P-mmo11as hydro戸hi/a,non-01 Vib1io choleroe and Vib1io fluvialis were日lsoisolated from drinking 

water in the viii日ge.

These results indicated that drinking wat引 atThai villages c日nbe a couse of the gastrointestinal 

tracts. 

J¥ t the s日metime, it suggぞststi同 tthe modified simple method applied in this investigation is a 

reliable technique for ti悶 ide，】ti(icationof bacteria in drinking water. 

Key word: Rmal village in Thailand, Drinking water, Soures of enteric patl】ogens,

Isolation under field condition. 

タイ農村，飲料水，腸炎起因菌の感染源，現地におげる同定

はじめに

イサーンと呼ばれるタイ国東北地方Iiタイ回全土の約

32%の iliif）＇｛~占め，この地方にはタイ全人口のほぼ31%

にあたる I,600万人余りの住人が居住している。

このイサーンの小心制li!iltコンケンであるが．東北タ

イはそのほとんどが奥村1即時である。東北タイ農村ftll11f

の生活状態IH呪めて針l羽て’高床式住宅にI主み，食生活Ii

f~Jl均七色タンパクをほとんど l!'Pl喧せずエネルギー師、の大自II

分は米に依存している。コンケンのような古llilifillにおい

ては上下水道等の環境f"j生殺附は設備され，さらに待i生

教育もかなり普及しているので，住民I；！：生水を飲!Tlする

ことはほとんどない。

ところが，このJtli1，の奥村地帯住民は飲料水として雨

季には雨水を，乾季には｝也 f>I<.を1吏mしているのが実情

である。雨季は比較的傾〈て，乾季が長いというのがこ

の地方の特徴であり乾季の後半になると飲料水の不足が

深刻になる傾向がある。さらに半乾燥した気候に加えて
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地質学的にも地下に岩犠の層がかなりの地岐をおおって

いるために，地下水の境分in度が高〈，大部分の:JI:戸水

は飲料水として不適当とみなされる。従ってこの地方の

人々にとって良質な地下水の昨i果は．日常生活の中で最

も鼠要な仕事の一つになっている。そして住民は雨水な

らびにこのような井戸の地下水をそのまま無ilHIJ.T＇ ~fll

にfHしているのが現状である。そのためにひとたび水系

感煎症が発生すると，／i;iftjにしかも急速に流行しやすい

状況にあるといえる。と〈に飲料水の水質改替はm化鶴

系感染使疾患，下ffilliEを減少させるために開発途上国で

最も重要な課題のひとつである’ヘ

我々は，文部省科学研究資「海外学術調査J の援助に

よりタイ国イサーン地方の農村ドンデン村 (B,11111 Don 

Daeng, r人口900J以下 BDDと略）において栄爽調査，

健康診断などの医学全般にわたる調査を行ったがそれと

あわせて環境術生の調査も実施した。今回はその一環と

して一般家庭の飲料水等の水質ならびに細摘検査を行っ

た結果を報告する。

調査方法

( 1 ) 調査場所

調査を実施した東北タイの BODIi京都大学東南アジ

ア研究センターが1976年以附畏年にわたって人鋼生態学，

社会学あるいは農学的調査を続リてきた村である”。こ

の村は1976年に電力が供給されるようになって以来急速

に経済．文化の而で発展してきているが，上下水道Ii*

韓併で飲料水の水源としてはいぜん雨水かあるいはバケ

ツくみあげ式の井戸水を利用しているのが現状である。

集落内のいたるところに地下水ポンプが存在するがこ

れは境分漁度が高すぎて飲料水としては利用することが

出来ず，洗濁などの生活用水左してのみ利用している。

当地で飲料水として雨水を利用するのは 6月から10月

までの雨季で，地下水を利用，－るのは11月から 5月まで

の乾季といえる。乾季の飲料水として利用する地下水は

集落から離れた場所にある 5ヶ所の井戸水であり，長い

ロープのついたパケツでこの水をくみ上げている（図

2）。

( 2) 調査時期

調査は第 1回を19831手9月から11月に予備調査として．

第2回を1984年11月かち1985年 1月までを木調査として

実施した。

( 3) 調査対象及び調査項目

調査の対象としたのは，当地における雨水・地下水・

池水・家禽・下痢j患者俳地物等である。と〈に飲料水に

ース.＞－
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図 1 タイ回全土地図ならびに DonDneng村の位置

ついては， pll, COD, DO及び水温等の一般水質検査項

目に加え．残留指烹・大腸荷P.'f.試験・赤1打l・サルモネラ

等の腸管系病原菌M1ぴに V.c/10/eme等病原ピプリオの

検索を行った。また・＊禽（ニワトリ及びアヒル各10羽）

については各極下痢症起因留の検索を行った。

( 4) 検査方法

1 ）一般水質険査

簡易水質試験法を用いて雨水，飲料mn・戸ポンプ水及

び池水について各 7f貧休， pl!,COD, ClイオンiA/.t及び

水温を調べた。

2 ）大腸時fll¥

大腸菌試験紙（熊11]化学製）を/lJ札，. BDD139戸におけ

る飲料水中の大開閉昨による汚染を調斉した．すなわち

各家庭に慣いてあるかめかち保水した飲料水に上記試験

紙をひたして約0.9ml 吸収きせた後15時間i自央で試験

紙上に出現した赤色スポット数を数える ζ とにより検貨

を行った。木Z式験法によって得ちれた大月目前gr数は図 6

に示すように JISに記戦されている方法で測定した場



1986年 6月

粉末 lgの入ったチャック式ポリビニール袋に入h，粉

末を溶解させた後，室掘に放隠して24時間培突した (J普

菌培？を）。

i首薗後，このi膏焚液かち 1白金耳をとり DIIL及びss
寒天熔地に按罰した後48時間重視に放霞した（分離培

興）。

買J2号日｛車i誌 (Jpn.j. II yg.）第 41巻

合と比較して良い相関が得られた。叉，定性試験でt;tfL

鯖ブイヨン発目r管を使mした場合と本試験紙を使用した

場合とで同僚の感度を示した。

3）腸内細菌の検索

熱帯地方では気渦がi向いので以下のような方法を探Ill

した。険水500111 ｛をセレナイト用地10g及び.i!ITセレン般
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分離培地上で病原閣と考えられる関集落を減荷生理食

組水 5ml中に均等に浮遊させ，腸内紛If諸問定用キット

（バイオテスト 1号栄町f)に償問して室潟に放置して， 21

時間後に菌磁を同定した。これらの方法のフローチャー

トを図 3に示す。

セしナイト1日JtfllOg十！mセレンIIUR入り，f！リ民

ir.Mi量．芸品L 2品11Jllillff宍

。llしおよびSSJ丹j也に ll司令ir（金川、

ヨ＼；！，＼， 4811,t/iilJ汚！宅

バイオテスト 11予

ヨ：；！，＼， 2,111,t/iillfl f守

コードインデソヲスよりi有間決定

図 3 飲料水中の腸内細菌の同定

4 ）ピプリ 1蘭属の検索

検水500m Iをアルカリペプトン水，またはモンスール

のぺプトン水培地粉末10gの入ったチャック式ポリビ

ニール袋に入れ，粉末を溶解させ室温に 6時間般置して

増菌培焚を行った。 l曽萌したアルカリぺプトン水より 1

白金耳を TCBS及びピプリオ培地上に媛f重し，室渦に放

慢して48時間分離Jg焚を行った。 f宮英後ピプリオ腐の疑

いのある独立したコロニーを減鴎生理食鳳水 5ml中に

均等に浮遊させた後，バイオテスト 1弓に加え24時間室

混に放宿してから同定した。これらの方法のフローチャ

ートを図 4に示す。また腸内細悶，ピプリオ属簡の検索

を行うに際して，予備実験として V.chole，ロe, S. IJPhi, 

5. SOlllleiの菌株を各 3株を用いて37・ct亘潟鴇中に培養

した場合と室視に放指して行った場合とに分げて，バイ

オテスト 1号による同定の確認を1983年 8月に行った。

5 ）菌株の輸送及び問定の確認

それぞれの倹休から検出した病原筒等の菌株は，納送

アルカリベプトン水またはモンスール

ペプlン水粉末IO目入った，f！リ民

inm量．買mt 6 natllillr. n 

TCBS およびピブリイ j再Jillに

I 1’l {i;:11[全保

j; ;!,¥, 4 311,t /Iii !fl iを

I fイ4テスト lf} 

ヨmt2411.r,1:11円照

コードインデ y ヲスより i¥Hifiikit

図 4 飲料水中のピブリオ原菌の同定

培地（，ノードスワプ 1号栄町fl •t’に保存し，白木に！守ち

帰りきちに抑制！な性ti：試験をjjもB前開を時認した。

6）キャンピロyfクター

BODにおいて放し阿いにきれていた家禽（ニワトリ．

アヒル）各10羽の総俳削胞内容物を減I省納搾で保）fl(した

後．スキローの寒天平板にmi主し， 37・Cふらん烈’，，にて

72時間の微好気Jg発を行った。

7)下l(ij便

下lfU患者 9名の F刑便を SS,DII L. TCBS及びピプリ

オの各分限培地にllllを後，疑わしい集落についてパイオ

テスト l弓で同定した。

結 果

I ）一般水質検査

表 lでは BDV住民が飲料水としてt-1Jmしている井戸

水とその他の生活用水として用いているポンプ水．池水

では pll,COD, J集索イオン濃度に相違が見られた。

pll Ii，ポンプ水でややたかし飲料mn戸水でr底r簡を

示した。ポンプ水での COD備は雨季と乾季とでそのIi責

に相違のあることが認められたがいずれも飲料水のli11よ

刀
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目術誌 (Jpn.J. Ilyg.）買Hl巻第2号 1986年 6月

を示した。大腸菌群陰性を示した飲料水は，雨水6検体

(6.7%), jj:・戸水 1検l本 (1.5%）であった（表 2）。き

ちに大腸菌群試験紙上に形成された赤色集落数は，雨水

由来の飲料水よりも地下水由来の飲料水において多くみ

られた。また 1階に家7iiを飼育している家屋とそうでな

い家屋の飲料水中におげる大腸菌群数ではとくに有意な

差は見られなかった（図 5）。水源の 5ヶ所の井戸の水は

いずれもコロニー形成が Imlにつき 100以上であった。

尚，大腸筒併と CODの予備実験の結果は図 6,7に示し

たとおりで共に JISの方法と良い相関を示した。

(582) 

表 l BDD における＊質

p II 以7 Cl 水潟
COD(11111民II) (mg/ I) (mg/ I) （℃） 

調査年度 1983 1984 1983 1981 1983 1984 1984 

間 水 6.5 5.9 2.9 1.3 5.0 < 25 23.5 

井戸水 6.2 5.8 6.0 2.1 2.5 < 25 23. 7 

ポンプ水 7 .5 7 .8 25.0 12.1 2.0 > 200 24 .6 

池 水 6.6' 5.8 5.0 1.6 6.0 >200 26.9 

りもi寓闘であった。潟索イオンinl吏はポンプ水及び池水

では200mg/ I以上を示し，飲料水は25mg/ I以下を示し

残fl'i'J菰索lj:，全1負1本とも険性であった。また，アンケ

ート調査でも，トl内のすべての水は温紫!IH奪されていな

いことが隙認きれた。

2 ）大腸荷昨定性試験

BODの家庭の飲料水はその約95.5%が大腸菌併陽性

表2Bυυ飲料水中の大腸菌群定性試験（1!181)

総 数 陽性除性 陽性率

雨 水

井戸水

自｜

6 93.3% 

98.5% 

95.5% 

89 

66 

155 

83 

65 

HB 7 

l(Xl，一

1
 

1
 

．，
 f
 

C N 

H W：雨水

CW: J也F水

ーC ：階下に家itiを飼育している場合の飲料水

N ：階下に家畜を飼育していない甥合の飲料水

且
図5 ODD家庭飲料水カ、らの大腸菌f負出状態：大H号菌

Hr-試験紙上に形成された大腸関俳ス，1rット数

〔 18-
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図 6 大腸菌群試験級と JIS（デソキシコレート培地）法

の相関

(ms／『｝

I明l ． 
r=I. 35,+9 78 
r=O. 85 ． ． ． 

虫卵
『

、
引T

COilメー，－
100 (m•/1) 

図7 CODメータと JIS；去の過マンガン酸カリ消費鼠

における相関

3 ）飲料水からの病原菌検出

特に大腸箇汚染の顕著であった飲料水について病原稿

の検索を行った結果検出された病原菌としては表 3に示

すように， Aero川 011白 spp,Vib円oclroleme及び Vibバo
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表3 同定キット（バイオテスト 1号栄研）による飲料水中の菌1重同定について

検i本番号 拐、水日 水の極類 水源（図 2) 菌 樋

l 12/15 (1984) RW T Enterobacter agglomerans 

2 12/27 (1984) G九V DH 
Enterobacter agglome『ans

Vibrio cholcrae 11011-0l 

3 12/27 (1984) GW  DH Vibrio cholerae 11011-0l 

4 12/27 (1984) GW  DII J¥ero111011as spp 

5 12/27 (1984) GW  DH Enlerobacter agglome『ans

6 12/27 (1984) GW  DH Aeromonas spp 

7 11/ 5 (1985) GW  s Vibrio alginolyticus 

8 1 I B 0985) GW  DH Enlerobacter agglomerans 

l / 15 0985) GW  s Citrobacter fret』nclii 
9 

Vibrio cholerae 11011-0l 

10 1/15 (1985) G W  OIi Vibrio cholera巴11011-0l

11 l /15 (1985) GW  s Vibrio alginolyticus, Aeromonas spp 

12 l /15 (1985) GW  OJI Pasleurella 

13 l /15 (1985) GW  s Vibrio fluvialis 

14 l /15 (1985) GW  s Providencia reltegeri, Vibrio (luvialis 

RW：雨水， GW：地下水， T: Dong Dean寺タンク貯蔵水， DII:Dong村井戸， S:Sa wan村井戸．

表5 下痢患者便より検出された菌湿の薬剤j感受性について

検休稽号検出された間関
感受性テストに/Tlし）られた薬剤

I’b. T. Nd. E. 01. Ct. Cr. s. Ka. P. C. Gm. 

No. 1 E.coli 4ト ＋ 4ト ＋ ＋ ート 4ト 4十 JI Ill 

No. 2 E.coli 十 4十 ＋ 4ト

No. 3 Enterobacter cloacae 111 JI m jf m Ill m 
No. 4 Aerornonas hydrophila 4ト jf Ill 4ト 4ト ＋ Ill Ill Ill HI 

No. 5 Enlerobacter cloacae 十 II- ＋ ＋ ＋ Ill Ill Ill 4ト

No. 6 Enterobacter clo;icae 4ト 4十 ＋ + Ill 4十
l” 

No. 7 Enlerobacter cloacae 叫 ＋ m ート 4十 m ＋ ＋ HI 

No. 8 Enterobacter cloacae ＋ 4十 4十 * 1H 11 m 
No. 9 E.coli 1H ＋ 4ト ＋ ＋ Ill Ill Ill ＋ Ill HI 

No. 10 Providensi;i spp 4ト ＋ lH Ill 4ト 4十 Ill 十 Ill HI 

No. 11 Enterobacter cloacae ＋ ート 111 4ト Ill l十 Ill 

Pb. : J¥minobenzyl penicillin Cr. : Cephaloridine 

T. : Tetracycline S. : Streptomycin 1H ：強i陽性 lト： F明1生
Nd. : Nalidixic ;icid Ka. : I<a11a111yci11 十 ：弱陽性 一 ：険性

E. : Erythrornycin P. : Penicillin 

01. : Oleandomycin C. : Chloramphenicol 

Ct. : Cephalothin Gm. : Gentamicin 

nv
’
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絡排池腔内内容物中におけるキャンピロパクターの検

索では，アヒル及びニワトリともに陰性であった。

5 ）下姉j使

輸送培地で殿入きれた10検体のうち l検体から Aer-

omonas hydrophilaが検出された。患者便から検出され

た各菌の薬剤（抗生物質）感受性は表5のとおりであっ

た。

また抗生剤投与の有無を推定するため，これらの下痢

便かち優勢に検出きれた箇国の薬剤感受性をしちべたが，

その結果Ii表5のとおりであった。

考 察

BODの住人が飲料水として利用している井戸水は一

般水質検査の結果で示されたように pH,COD及び淘索

イオン狽度の各項目において生活用水として利用してい

るポンプよりも良質であった。このことは住民が飲料水

として用いるjl:・戸水が東北タイ特有の岩場の層の影界を

受げていないこと，および飲料水用の井戸の近〈に人家

が存在していないことによるものと考えられる（図 2）。

BDDにおげる大腸菌群の調査は飲料水の細菌汚殺が

著しいことを示している。飲料水の庖索消毒はまった〈

なされておらず，調査したすべての飲料水の残留塩素は

Oて‘あった。

飲料水の細菌汚煎は，熱11f開発途上国共通の摂庖・’で

あるが， BDDの飲料水についても同じく術生上．細菌汚

染が煩もffl要な問題であると考えられる。

今回，我々は野外で細菌検査を実施するため．以下の

ような点で工夫を試みた。

I .粉末培地の入ったポリビニール袋に検水を注入し

て培萄権発を行う。

2 －滅菌i索作の不要な選択培地を分灘llHをに使用する。

3 －簡易問定キットで菌衝を同定する。

4 -j宮j終湖fj'_は室温にて行う。

また日本で行った予備実験では 8月の気温条件下にお

いては室i混で行った場合と， 3TCふらん務中で行った場

合とでは同僚の結果が得られたが， 10月以降気泡が十分

にi鳴くない 5月までは室温では簡が1曽殖しなかった。こ

の点、からとの方法は気温がi商い勲m地方という条件下で

はほぼ年間をとおして使用可能であるといえる．そして

この方法により積々の菌聞を分際し，同定することが可

能であることを確認した。従って一定の実験器材，霊式薬

が準備されていれば盤った設備のある実験室の力を借り

なくても，細菌の検索および同定は可能であることが判

明した．このような試みは，開発途上国を調査する上で
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fl1wialisであった。なお，との方法により検出されるその

他の病原菌，例えばおl111011ella,Shigella等は検出きれ

なかった。

尚，これらの菌株は輸送培地中に保存して日本に持ち

かえった後，さらに詳細な試験を行も,, Aero111011as spp 

はAero111011as ltydropltila, Vibバo clioleraeは11011-0l

Vib11・0 cltoleraeであることを明ちかにしたbnon-01 、
Vib1io cl1olerae及ぴ Vib，イofl1wialisの性状は表4に示

したとおりであった。

4 ）家禽キャンピロパクター

表 4 DDD飲料水より検出されたこ慣類の病原菌

non-01 Vib，匂 choleraeと Vibriofluui目的の性状

Vibrio 
Cluvinlis 
( 3検体）

＋

＋

十

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

S

S

S = sensitive. 

＋ 

煎色

貧色

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

non-01 
Vibrio cholerae 

( 4倹休）

＋ 

黄 色

煎色

十

＋ 

十

＋

＋

＋ 

＋

＋

＋

＋

十

＋

＋

＋

S

S

 

＼＼＼  菌 間

テスト（基質）、－－－－－－－

オキシタ－ -¥{ 

T S I M 而

高層

H,S 

ガス産生

インドール

運動性

I l' A 

リジン脱炭酸

アルギニン目見炭限

オ ル ニ チ ン 脱炭酸

Voges-l'roskauer 

無 Jgプ4 ヨン発育

6 % Naclプイヨン発育

8 % Naclプイヨン発育

l0%N日clプイヨン発育

C LE  D寒天発育

アラピノース（般）

イノシット（限）

サリシン（IW)

白糖（倣｝

0 N P G 

耐酸嵐還元

炭 素 原 グ 、 リシン

炭 窯 原 グ ル コン限

炭 索 開 エ タ ノール

炭素！京 Lセリン

炭烹原プロピオン限

炭素師、σケトグルコール般

炭素原アミノ陥 nl!

0/129 10 m耳感受性

0/129 150 mg感 受 性

S I M 

(58唱）
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とくに必要なことである。

同定された歯限のうちで， non-01 Vib1io cl1olemeは

集団下痢llEの起因菌の一つでありへ世界各国の河川に

常在しており”さらに魚介類を食している東南アジア旅

行者からの輸入感段使のj原因簡として高頻度に検出され

ている円。このタイ国提付 BODにおいて，飲料水として

利Illされている井戸水にも non-01Vib1io choleraeの存

在が認められたことは問題である。

Vib,io fluvialis刷は食中海の原因萄として近年注目さ

れている”。この菌は好温菌川とされており，環境から，

潟水や河口付近の流水を中心に検出されている川。一河川

水からも検出された紺告1剖もあるが， BODの飲料水の

現iftl支は25mg/ I 以下とほ〈て，きちに村民は生鮮海底

魚類を食する習慣が少ないにもかかわらず Vib円・o

flu via/isが検出された。このような淡水から分離きれた

例はいまだにみあたらない。帰国後実際に京都市内の河

川．京都府和知町や芭r11iliの河JIIから V.flrwi，σisの分離

を試みたが，河口付近を除いて検出きれなかった。この

聞による汚tlUH＆を月号！”して，その好f剖主について再度

詳細に検討する必要があろう。なお，東北タイの Nakorn

『ajsima近郊の良村における調査で，ハエがこの 11011-01

Vib1io c/1olemeや Vibバofluvialisによって汚染されて

いることが肱認されている問。

今回の調査は期間が， 11月かち翌年の 1月までであっ

た。これはタイにおいては寒撃にあたり， !110をii!iじて

般も下痢患者の発生が少なくなる時期であった。 SS,

Dill, TCBS及びピプリ 1の各選択分間t培地を/IHBた下

附ijf更の調査では，下ffillfE起因簡は検出きれなかった。こ

の原因として考えられることは，それらの培地で今回繰

査できなかったキャンピロパクター下痢症や各観腸管系

府原菌．ウイルス下痢llEなどの1也の病原休によるものと

も考えられるし，また検体力： BODの雑貨店にて販売き

れている抗生物質の服用後に排池されたものを検査した

ためではないかとも考えちれる。

キャンピロパクター保関率が高いときれている川ニ

ワトリとアヒルの総排池腔内容物かち同閣は検出きれな

かった。また，下mu定で優勢に検出きれる箇の薬剤感受

性も表 5が示す結果にとどまっており，住民が抗生物質

をmimしていたかどうかについては推定できなかった。

これちの点に閲してはきちに詳細な調査が必要である。

BODの飲料水中に常在していた病原菌と下痢碇との

関係については．きちに調査の時j仰をかえて行う必要が

あり，今後の調査課題でもある。しかし，少なくとも本

調査によって BODの飲料水中の細菌汚演を改普するこ

-JIー．

とが急務であることが指摘できる。

結 語

東北タイ農村の飲料水が感染症，特に腸管系感染症の

発生におよlます役割について調資した。この調査は1983

年 9月から12月まで，ならびに1984｛日I月から1985年 1

月まで，それぞれ 3ヶ月ずつ 2＠にわたって施行された。

タイのE射すにおいては検査設m，招具ならびに倹査資

材等の入手が必ずしも十分でないので，飲料水中の制簡

を検索するために，おおむね次にのぺるような間使な方

法をmいた。

1 .大腸菌群による汚染を調べるために，大腸菌肝試

験紙を1吏Jll・fる。

2 .粉末1富1也（セレナイト培地＋毘セレン敵）および

（アルカリペプトン水またはモンスールペプトン水粉末）

入り 1！｛リ袋に検水を注入してj伺閉店熊を行う。

3.減問l利下不要の選択mi也を分開PIHをにl吏Illする。

4，簡易同定キットで前向を同定する。

5 . f豆満鵠害事の設備が｜：分でないので，前のj古典はす

べて箆潟で行う。

この憾なfill[更改良f去を！日いることにより次のような結

論を得た。

1. BODの家庭で常飲されている大部分の飲料水に

大腸菌肝汚燥を認めた。

2. I司Hれと Aem111011as /ryd1vρIrita, 11011-0l ¥lib1io 

clrolemeや Vib1ioflrwialis等も 13DDの飲料水かち検

出された。

3. BOD 飲料水かちはこの方法によって検出可能の

ごialmonella, SlrigeUa等It険山きれなかった。

これちの成納はタイ HMにおいて飲料水はしばしば腸

管系感魚住の原因となりうることを示している。

同時に今回用いた附便法によっても飲料水中の細菌検

出に関して，かなり倍11'f主の高い成析をおさめうること

が示唆された。

開 E平

本研究を遂行するにあたり京都大学医学部i車i生学教室

木村美恵子助教授，北海道大学大学院環境科学研究料小

島聾教i受，京都府fflj生公害研究所副II時iウイルス報降:JI=!左

太郎主任研究員，京都iii立病院山中trnt先生ならびに京

都大学東南アジア研究センターの諸先生の協力を得た。

ここに厚〈深謝する。

なお，木研究は文部省宇l学ft/I究海外学m調査助成m課

題番号59011039）のIi目的によって行われたものである。



〔586〕 日mm(Jpn. J. llyg. ）第 41巻第2号 19861ド6月

文 献

l) Azurin, J.C. and Alvero, M.: Field evaluation of 

environmental sanitation measures against 

cholera, Bull. Org. mond Sante, Bull. WIIO., 51, 

19-26 0974). 

2）渡辺挟ー：海外医療協力j也岐におげる感染症の実償，

医学のあゆみ， 131, 803-812 (1984). 

3) Ishii, Y., Fukui, II., Kaida, Y.町】dkuchiba, M.：八

rice growing village revisited：八n integrated 

study of rural development in north east 

Thailand, The center for Southeast Asian studies 

Kyoto University, (1983). 

4) Wright, R.C.: A comparison of the levels of 

faecal indicator bacteria in water and human 

feaces in a rural area of a tropical developing 

country, J. Hygiene, C則 nb.,89, 69-78 (1982). 

5）村怯紘一， .f[J凹正道．小林正人，島田俊雄，板的利

一： Vibriocholerae serova 6によると思われる集

団下！（iifiF..について，感染症学雑誌， 55, 1-

5 (1980). 

6）島田俊創t，坂崎平IJ－，小迫芳正： Non-01 Vibrio 

choler同の分；（Jj(1976-1981)およびその殻紫産生性

について，！事努を ffi:.学~UJ;, 56, 1017-1023 (1982). 

7）阿部久夫：昭干1154年大阪国際空港におリる旅行者下

rw慰者からの原図柄検索成精について，感染症学雑

{t;, 55, 679-690 (1981). 

-3ユー

8) Furniss, A.L., Lee, J.V. and Donovar, T.J.: Group 

F, A New Vibrio? Lancet, ii, 565-566 (1977). 

9) Blake, P.A., Weaver, R.E. and Hollis, D.G.: Dis-

四 sesof humans (other than cholerae) caused by 

Vibrios, Ann. Rev. Microbiol., 3-i, 341-367 (1980). 

10) Baumann, P., Baumann，し， Bang,S.S. and Wool-

kails, M.J.: Reevaluation of the taxonomy of 

Vibrio, Beneckea. Curr. Microbiol., 4, 127-132 

(1980). 

11) Lee, J.V., Shread, P.日ndFurniss, A.L.: Tax-

onomy and description of Vibrio fluvialis sp. nov. 

(Synonym Group F Vibrio, Group EF 6), J. Appl. 

Bact., 50, 73-94 (1984). 

12) Ramon, J.S., Allen, P.A., Colwell, R.R., Josぞph,s. 
W. and Daily, O.P.: Biochemical characteristics 

and virulence of envirom引italGroup F Bact哩ria

isolated in the United States, Appl. Environ. 

Microbiol., 40, 715-720 (1980). 

13) Echeveria, P., I I別 rison,8.1¥., Tirapat, C. and 

McFarland, A.: Flies as a source of enleric path-

ogens in a rural village in Thailand, Appl. Envir-

on. Microbiol., 1, 32 36 (1983). 

14) Butzler, J.P. and Skirrow, M.B.: Campylobacter 

enteritis, Clinics in Gastroenterology, 8, 737 765 

(1979). 

（受付 1985年11月28日 受 理 1986年 3月13日）


